
平成18年 南木曽町の10大 ニュース

昨年 1年同 南 木曹町では稗々なでとごとがありました

平成18年を振り運り 主 な手柄を10大ニュースとして逮びました

0自 立推進計画が演定される

0■ 本自中学校改築I事が壊工する

◎長女手研との交流調印式が行われる

〇室霞文化財桃介橋の中央階段手摺が完成する

〇健康づくり事業 (ヘルスアップ事業)を実施する

Oお 摩庁と 「南木自伝統I表の稼Jの罰tDを行う

〇女性消防固員38入 回 消 防□員の定年を4臨 に3き上げる

O日 本風岸街道モコ レルートとして木自階 ゆ 山道が選定される

〇全国中事校体高大会において 高木曽ゆ学校男ヨ トヽミントンチームが健閣しベスト8になる

O同小学校がきの学校花壇コンクールで内閣縄理大臣賞を受蛍する ャヽ
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たくさ/ra四 間″たされました

11月17日

】ヒ 部    1    13人

広 瀬   1   32人

12月,日  1  妻  純   i   3的 人

11月20日

11月21日

11月27日

12月 C Fl   l     商      1     60人

12■8日   十   三


